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ビジョン実現に向けた検討の方向性

① 新規路線等の誘致

② 再整備のあり方

③ 二次交通の充実

④ 物流・輸出入機能の向上

⑤ 拠点機能向上

○2030年数値目標
旅客数７３０万人
国内線５８９万人
国際線１４１万人

○多様な航空ﾈｯﾄﾜｰｸと高い満足
度・利便性に裏付けられた日本の
南のｹﾞｰﾄｳｪｲ

○最新技術やｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙなど社会
ニーズに対応した最先端の実証・
実験空港

○にぎわい創出による地域経済振
興拠点

ビジョン目標

IATAの需要回復シナリオ

国（観光庁）のインバウンド目標

● 現時点で，将来ビジョンの目標の修正は行わない
（令和３年２月３日推進協議会）

● 将来ビジョンの目標を前提に，同目標達成に必要な空港機能
が確保されるよう，本工程表を策定

● 今後の感染状況の推移や他の機関の見通し等を踏まえ，工程
表の見直し等について必要に応じ議論

・IATAにおいては，航空旅客需要の見通しとして，2021年は2019年
比40％程度にとどまるが，2022年は61％まで回復すると予想。
（2021.10）

※ただし，回復状況には，地域差あり。

・国（観光庁）においては，「明日の日本を支える観光ビジョン」
において，訪日外国人旅行者数（2020年：4,000万人）2030年：
6,000万人の目標値を掲げており，目標値の変更は行っていない。

新型コロナウイルスとの関係

●工程表の施策には，相互に連動・関連しながら検討が進むもののほか，利便性向上に係る施
策などそれ自体としても検討が進む分野もあると考えられる。

●施策の検討・実施に当たり，新たなノウハウや資金の必要性に迫られた場合には，空港民間委
託（コンセッション）を検討

路線復帰・新規路線の誘致に向けた取組

取組例施策間の関係

８ヵ国の都市から
国際線を新たに誘致

国内線・国際線ＴＢ
を一体的に再整備

最新技術を活用した
新時代の二次交通

鹿児島のものを鹿児島から

環境にも配慮した
みんなが楽しめる空港へ

・誘致戦略，アウトバウンド対策，富裕層取り込み 等

・カーボンニュートラル化を踏まえ，基本施設，旅客TB，駐車場等の再整備

・キャッシュレス，自動運転，空飛ぶクルマ，MaaS等の最新技術

・ニーズ調査→輸送量増加の好循環化に向けた取組

・交流拠点機能，雇用拠点機能，災害拠点機能，カーボンニュートラルや
SDGs等を念頭に置いた取組

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
注
視

①工程表の位置づけ

②工程表の全体像
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施策内容 主体 ２０２２～２０２５年 ２０２５～概ね２０３０年 概ね２０３０年～

韓国(ソウル)，中国(上海)，台湾(台北)，香港
ベトナム(ハノイ)

インドネシア（ジャカルタ）
マレーシア（クアラルンプール）
オーストラリア（シドニー） など

チャーター実績等のある都市，経
済成長著しい都市

東南アジアの新興都市，環太平洋の
都市など

中国
(北京など複数
都市)

台湾（高雄）
タイ（バンコク）
シンガポール
韓国（プサン）

インド（デリー）
フィリピン(マニラ)
など

アジアのその他新
興都市

・既存路線の早期復旧

・新規路線の誘致目標時
期の想定

観光コンテンツの磨き上げ

効果的なプロモーション
富裕層ニーズの情報収集 よりきめ細かくターゲットに応じた効果的なプロモーション等の実施

・上質・魅力あるコンテ
ンツを活かした誘客

・ビジネスジェット専用
施設の利用促進 さらなる利用促進に向けた需要調査・分析，プロモーションの実施

効果的なﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝに向けた情
報収集

海外見本市・国内富裕層
向け旅行会社等へのPR

１ 新規路線の誘致

●富裕層の更なる取り込み

目標を踏まえた施設規模，
配置に係る検討

国への要望
（県）

基本施設改修
（国）

ターミナルビル再整備等ターミナルビル再整備に係る検討

目標を踏まえた施設規
模，配置に係る検討

国への要望
(県)

附帯施設改修（国）
その他施設改修（各事業者）

２ 再整備のあり方

●基本施設整備

●旅客ターミナルビル

●附帯施設，その他施設

３ 二次交通の充実
鹿児島空港への実証実
験等に向けた検討

無人運転の実証実験等に関
する情報収集，意見交換

さらなる最新技術の導入に向けた情報収集・実証実験の検討●無人運転，空飛ぶクル
マ等の最新技術の検討

MaaSなどの技術も活用したさらなる決済等に係る円滑化の取組
タッチ決済・QRコードなど
を活用したキャッシュレス
化の検討

●決済／言葉／移動の不
安解消

４ 物流・輸出入機能の
向上

貨物需要に応じた輸送力の強化
調査を踏まえた施策の検
討

輸送供給とニーズのマッチ
ング等の現状に関する調査

●貨物輸送供給力の強化

５ 地域拠点機能の向上

国のｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを踏まえ，
エコエアポート協議会を

通じて施策を検討

ZEB化・太陽光発電などのｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ施策
の導入等に向けた取組

2050年のｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ化に向けた国の施策動向を注視しつつ，
エコエアポート協議会を通じて，さらなる施策を検討・実施

●カーボンニュートラル
化を目指した取組の推
進により，空港の果た
す役割を普及・啓発

検討テーマ毎に施策内容と施策に係る今後の工程を踏まえ，各主体がビジョン実現に向け取り組む

県
空港ビル
経済団体

県
空港ビル
経済団体

県(要望)→国

空港ビル

県(要望)→国
各事業者

県，交通事業者

バス事業者

県（物流事業者等）

県
空港ビル
エコエアポート
協議会

・主な項目をピックアップ

※新規誘致等に当たり，
新たに誘致体制強化
等を検討（P1参照）

●誘致体制・戦略の強化

＜再整備に係る検討項目（例）＞
・カーボンニュートラルを念頭に，再

生可能エネルギーの活用，環境配慮
型設備の導入など

・国内線TB・国際線TBの一体的整備
・PBBの再配置・増設
・移動支援設備の充実を図るとともに，

ユニバーサルデザインを推進するな
ど，バリアフリー化への対応 など

●離島便への乗り継ぎ促進

・離島への送客強化
県
空港ビル
航空会社

さらなる連携強化に向けたニーズ等把握
連携による離島誘客等
の強化

離島航空会社・県間の連
携に向けた意見交換

チャーター実施
鹿児島空港・離島空港の
周遊チャーター検討
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